
 

【重点事業】（一部新規） 

 

異文化間協働活動推進事業～高校生海外留学１万人プロジェクト～ 

 

１ 事業目的 

  全ての小・中・高等学校において異文化間協働活動が活発に行われるとともに，

高校段階で毎年 1,000 人以上の生徒が海外に留学するようになることを目指して必

要なグローバルな教育環境を整備する。 

２ 事業内容 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 予算額 

５４，７０３千円（前年度 ７８，４０９千円：関連事業合計額） 

異文化間協働活動の推進 ～グローバルマインドの涵養～ 

➢ 学校・市町教委と外国人とのマッチング支援 

～関係機関と連携した外国人の派遣等により学校・市町教委が実施する活動を支援 

➢ 小・中と連携した姉妹校交流を行う高校の支援【新規】 

～地域の小・中学校と連携して姉妹校交流を実施する高校を支援 

小・中・高の系統的な異文化間協働活動の支援・充実 

➢ 姉妹校留学倍増計画の推進【新規】 

 ～海外姉妹校へ生徒を派遣する高校を支援 

➢ 県内高校生向け短期留学プログラムの実施 

 ～海外の教育行政機関との教育協定等を活用した短期留学プログラムの実施 

➢ 国制度等を活用した留学経費の支援 

高校段階での留学促進  

➢ 異文化間協働活動支援員の配置（２名） 

  受 入 支 援  受入体制の整備（訪日教育旅行の受入サポート） など 

  派 遣 支 援  留学に関する情報発信，留学の事前・事後研修のサポート など 

英語教育の早期化・高度化 ～実践的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成～ 
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➢ 小・中・高の系統的なｶﾘｷｭﾗﾑ開発・実践 

～国からの指定地域（東広島市）における実践研究を実施（H26～H29） 

英語教育の早期化・高度化に向けた教育ｶﾘｷｭﾗﾑの研究開発

➢ 指導力向上研修の開発・実施 

 ～小学校の中核教員及び中・高等学校の全英語教員を対象とする研修を計画的に実施 

英語教員に対する戦略的な指導力向上対策の実施 


